
医療・健康ビジネスの変革は、80億人超の人口を抱える世界を舞台
に今後10年でかつてない勢いで加速します。それを支えるのは、「医
療・健康× ICT（ヘルステック）」です。本レポートでは、世界のメガト
レンド、医療･介護の制度改定、テクノロジーの進化、社会や価値観
の変化などを多面的に分析し、医療機関や医療・健康業界、そして
医療・健康ビジネスが多様な産業に与える影響を提示します。さらに
「医療運営支援」「デジタル予防/治療」「診療支援」などヘルステッ
クの8分野について、80社以上の国内外の注目企業を総覧。GAFAの
ようなメガプラットフォーム企業が医療・健康分野に本格参入する
未来や、医療DXをはじめとするイノベーションの方向性を徹底分析
し、ウィズコロナやSDGsの視点を取り入れながら大きな変革期を迎
える今後10年間の医療・健康ビジネスの動向を見通します。

医療・健康ビジネスの未来
2023-2032 

新たなプレーヤーの参入。ヘルステックの加速
テクノロジーがけん引するこれから10年の大変化を描く

すごい企画書ができる
「オンラインサービス」あります。

詳しくはP35を
ご覧ください。
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 第7章：ヘルステックの未来

7-1   ICTを取り巻く環境
1. 全体像　2. IoT：すべてのものがつながる　
3. 通信速度：10年後には1万倍に　4. AI：
性能向上を支える膨大なデータ　5. プレー
ヤー：巨大IT企業による寡占化はさらに進む
6 .クロステック：無数の対象が存在する　
7. 医療・健康業界のクロステック
7-2   テクノロジーの未来
1. 概論  2. IoT（M2M）　3. エッジコンピュー
ティング　4. 5G/6Gサービス　5. AI/ディープ
ラーニング　6. ロボティクス/RPA/マイクロロ
ボット　7. ビッグデータ　8. サイバー・フィ
ジカル・システム　9. ブロックチェーン　
10. アプリ経済圏　11. 音声エージェント/
AIスピーカー　12. BMI　13. XR（VR/AR/MR/
SR）  14. コンタクトレンズ型ディスプレー　
15. セキュリティー　16. バッテリー　
17. 量子コンピューティング
7-3   ヘルステック企業総覧
1. ヘルステック概論　
2. ヘルステック企業の区分
7-4   医療運営支援
1. 概論　2. Ada Health　3. Cedar Cares　
4. Digital Surgery 　5. Flatiron Health　
6. Honor Technology　7. LeanTaaS　
8. NantHealth　9. Olive　10. Smart Reporting　
11. Truepill　12. Unite Us　13. メドレー　
14. メドピア
7-5   疾患管理（デジタル予防/治療薬） 
1. 概論　2. Akili　3. Biofourmis　4. Cognoa
5. Elemy　6. Hinge Health　7. Kaia Health
8. Lark Health　9. Omada Health
10. One Drop　11. Oviva
12. Pear Therapeutics　13. Propeller Health
14. Virta Health　15. Voluntis
16. Zeen Health　17. Athelas　18. Welby
19. アルム
7-6   検査
1. 概論　2. Exo Imaging　3. Overjet　4. PathAI
5. Lura Health　6. Nightingale Health
7. Butterfly Network　8. OraSure Technologies
9. Sotera Wireless　10. HIROTSUバイオサイエンス
7-7   診療支援
1. 概論　2. ACTIV Surgical
3. Babylon Health　4. Caresyntax
5. Proximie　6. Theator　7. Tencent
8. Ping An Insurance　9. MedWand Solutions
10.オプティム
7-8   創薬研究開発
1. 概論　2. Deep Genomics　3. Insilico Medicine
4. Medable　5. Reify Health　6. biomy

7-9   個人向け医療サービス
1. 概論　2. 23andMe　3. Care Sourcer
4. Cityblock Health　5. Dreem　
6. LetsGetChecked　7. Season Health
8. DayTwo　9. Kaiser Permanente　10. Empatica
11. iPulse Medical　12. DMT　13. エムティーアイ
7-10   ウェルネス＆健康管理
1. 概論　2. Calm　3. digi.me　4. Headspace
5. Limeade　6. Lyra Health　7. Nemesysco
8. Spring Health　9. Vantage Circle
10.Wellable　11. DexaFit　12. Care.com
13. iCare　14. ベネフィット・ワン
15.メンタルヘルステクノロジーズ
7-11   データインフラ
1. 概論　2. Commure　3. Komodo Health
4. Tempus　5. JMDC

第8章：医療・健康周辺業界の未来

8-1   食品×医療・健康
8-2   金融・保険×医療・健康
8-3   不動産×医療・健康
8-4   自動車×医療・健康
8-5   観光・旅行×医療・健康
8-6   人材×医療・健康
8-7   大学・政府×医療・健康

※目次は変更になる場合があります。

※第8章の詳細はホームページをご覧ください。
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